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]MAT兵庫編制にかかる、三師会及び看護協会による災害時の
医療救護活動に関する協定書

一般社団法人兵庫県医師会(以下甲という)、一般社団法人兵庫県歯科医師会(以下乙ーという)、

一般社団法人兵庫県薬剤師会(以下乙二という)、公益社団法人兵庫県看護協会(以下乙三という)

は災害時の医療救護活動について、次のとおり協定する。

(目的)

第1条 この協定は、兵庫県内もしくは県外において大規模災害等が発生した場合、兵庫県地域防

災計画内に明記されている医療救護班]MAT兵庫(以下 i]MAT兵庫」という)を編制

すべく、甲と乙一、乙二及び乙三(以下、乙一、乙二、乙三を総称して乙という)の円滑

な連携体制を構築することを目的する。

(]MAT兵庫の編制)

第2条 ]MAT兵庫は、兵庫県災害対策本部との連携をもとに甲が主導し、日本医師会]MATと

連携・連絡をとって編制するものとする。

2 ]MAT兵庫の編制は、医師、歯科医師、薬剤師、看護師、事務員等で構成する。

(]MAT兵庫の派遣)

第3条 甲は、災害発生時、医療救護活動を実施する際には、事前に乙と協議の上、乙に]MAT兵

庫隊員の派遣を要請するものとする。

2 乙は、前項の規定により、甲から要請を受けた場合、直ちに ]MAT兵庫隊員を派遣し、

災害現場等の救護所等の医療救護活動に従事するものとする。

(]MAT兵庫の業務)

第4条 乙が派遣する ]MAT兵庫隊員は、甲又は市町が避難所又は災害現場等に設置する救護所

において、医療救護活動を行うことを原則とする。

2 甲は、必要と認めた場合は、前項に規定する救護所のほか、被災地周辺の医療救護活動が

可能な医療機関に救護所を設置することができる。

3 ]MAT兵庫の業務の期間は、主に DMAT撤退後から地域の既存医療機関が復旧するまで

の聞とする。

(]MAT兵庫に対する指揮命令等)

第5条 乙が派遣する ]MAT兵庫隊員に対する指揮命令及び医療救護活動の連絡調整は、甲が行

うものとする。この場合、甲は、乙が派遣する ]MAT兵庫隊員の意見を尊重するものと

する。

(]MAT兵庫の輸送並びに宿泊等)

第6条 ]MAT兵庫の輸送並びに宿泊等については、原則各団体による自己完結とするが、甲は、



医療救護活動が円滑に実施できるよう、可能な限り調整するものとする。

(医薬品等の供給)

第7条 乙が派遣する JMAT兵庫隊員が使用する医薬品等は、当該隊員が携行するもののほか、

甲が供給について必要な措置をとるものとする。

(訓練)

第8条 甲と乙は災害に備えて適宜防災訓練を行うものとする。

(費用弁償等)

第9条 甲の要請に基づき、乙が医療救護活動を実施した場合に必要な次の費用は、甲が負担する

ものとする。

(1) JMAT兵庫の編制及び派遣に必要な費用

(2) JMAT兵庫隊員が携行した医薬品等を使用した場合の医薬品等の実費

(3) JMAT兵庫隊員が医療救護活動において、負傷し、疾病にかかり又は死亡した場合の

扶助金

(災害救助法との関係)

第10条 災害救助法(昭和22年10月18日法律第118号)による指定を受けた場合は、本協定は指定日

より災害救助法の定めるところによる。

2 甲は前項の規定により兵庫県との間で「災害時の医療救護についての協定書」を定めるこ

ととし、災害救助法の適用を受けた場合、 ]MAT兵庫の活動費用を災害救助費として求償

を行うものとする。

(細目)

第11条 この協定に定めるもののほか、この協定を実施するために必要な事項については、別に甲

乙で協議して定めることとする。

(有効期間)

第12条 この協定の有効期間は、締結の日から起算して 1年間とする。ただし、この協定の有効期

間満了の日の 1ヶ月前までに、甲乙から何らかの意思表示のないときは、有効期間満了の

日の翌日から起算して 1年間この協定は延長され、その後もまた同様とする。

(疑義の解決)

第13条 この協定に定める事項に疑義が生じた場合又はこの協定に定めのない事項で必要がある場

合は、甲乙が協議して定めることとする。

この協定の締結を証するため、協定書4通作成し、甲乙双方記名押印の上、各自その l通を所持

するものとする。

平成 25年 12月 26日
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